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課題1-1
スイッチX01を押すとライトY02が点灯するプログラムを作成し出力しなさい。

課題1-2
スイッチX03を押すとライトY03が消灯するプログラムを作成し出力しなさい。


2．基本回路その2　AND回路
課題2-1
スイッチX01とスイッチX02を同時に押さないとライトY01が点灯しないプログラムを作成ししなさい。


課題2-2
スイッチX00，スイッチX01を同時に押すとライトY00、Y01、Y02、Y03、Y05の５つのライトが点灯するプログラムを作成しなさい。

3．基本回路その3　OR回路

課題3-1
スイッチX00，スイッチX01,スイッチX02どちらか一方を押すとライトY00,Y01が点灯するプログラムを作成しなさい。


課題3-2スイッチX00，スイッチX01どちらか一方を押すとライトY00,Y01が点灯し、スイッチX02，スイッチX03のどちらか一方を押したときにライトY05が消灯するプログラムを作成しなさい。


4．基本回路その4　出力リレーを使った自己保持回路
課題4-1
スイッチX00でライトY00が点灯し、スイッチX01を押すとライトY00は消灯する回路を作成しなさい。ただし、スイッチX00とスイッチX01を同時に押した場合ライトは消灯する。



課題4-2
スイッチX00でライトY00が点灯し、スイッチX01を押すとライトY00は消灯するプログラムを作成しなさい。ただし、スイッチX00とスイッチX01を同時に押した場合ライトは消灯しない。

5．基本回路その5　内部リレーを使った自己保持回路
課題5-1（内部リレーを使用する）
スイッチX00でライトY00を点灯させ，スイッチX01で一時消灯（スイッチX01を離してもライトY00は点灯する）する。スイッチX03で消灯するプログラムを作成しなさい。
課題5-2
スイッチX00とスイッチX01を両方同時に押しライトY00を点灯させ、スイッチX02で一時消灯（スイッチX02を離してもライトY00は点灯する）する。スイッチX03で消灯するプログラムを作成しなさい。
課題5-3（発展問題）
スイッチX00またはスイッチX01を押しライトY00を点灯させ、スイッチX02で一時消灯（スイッチX02を離してもライトY00は点灯する）する。スイッチX03で消灯するプログラムを作成しなさい。

6．インターロック回路
　課題6-1ライトを２つ使用したインターロック回路を作成しなさい。
課題6-2スイッチ2つとライト２つを用意し，どちらか一方しか点灯しないプログラムを作成しなさい。

7．タイマ回路
課題7-1ボタンX00を押すと３秒後にライトY00が点灯するプログラムを作成しなさい。

課題7-2ボタンX00を押すとライトY00が点灯し、３秒後にライトY01が消灯するプログラムを作成しなさい。


実習8．カウンタ回路
課題8-1ボタンX00を３回押すとライトY00が点灯するプログラムを作成しなさい。

課題8-2（発展問題）
ボタンX00を3回、ボタンX01を10回押すとライトY01が点灯するプログラムを作成し出力しなさい。

実習9．PLS、PLF回路
課題9-1スイッチX00を放したときにライトY00を点灯させるプログラムを作成しなさい。


課題9-2（発展問題）スイッチX00だけでライトY00をON/OFF点滅させるプログラムを作成しなさい。
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